


















結論 

 前報につづき,Ⅰ母親の育児態度の調査,Ⅱセンター退院児の予後調査による早期保育導

入群と非導入群の比較を行った。 

 Ⅰ 全県下に亘る 1880 名の幼児の母親を対象に質問紙法による調査を行い,a.育児態度

の平均は X(－1.95),Y(＋3.1)と「きびしさ」に偏った値を得た。之を年令別に展開した所,X

軸上で1才,2才は(+)即ち受け入れに,3才は原点に,4,5,6才は(－)即ち拒否の方向に順次

に分布することを認めた。Y軸に関しては全年令に支配的傾向を認めた。b.ambivalence に

ついて,きびしさ－甘やかし,干渉－放任の両方向にかなり大きな値を認めた。現時点に於

ける母親の動揺が大きい事を感じた。 

 Ⅱ．385 人の退院児中 221 名の返信を得 131 人の面接を行った。a.母の不安は生下時条

件の劣悪な程大きかったが,'2 才以後の平均では知能の遅れはなかった。b.質問紙による

育児態度は導入群の方がより受け入れ的であった。C.面接者の主観による観察では,導入群

が非導入群より偏りのない育児態度を示しており,円滑な母子関係の成立を感じさせた。以

上,早期保育導入は母子関係によい影響を及ぼすとの結論を得た。 


